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◆６月定例会のあらまし
◆議案審議結果
◆一般質問　３人の議員が登壇  

◆委員会レポート
◆福祉教育常任委員会視察調査結果
◆ 9 月定例会開催予定

・・・・   

・・・・   

・・・・   

・・・・   

・・・・

・・・・   

2
4
6

10
11
12

6

ろっかしょろっかしょ

　　　　議会だより議会だより

青森県教育委員会和嶋教育長に「六ヶ所高等学校活性化推進に係る意見書」を提出する髙橋議長青森県教育委員会和嶋教育長に「六ヶ所高等学校活性化推進に係る意見書」を提出する髙橋議長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月29日　青森県庁にて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月29日　青森県庁にて

要望の趣旨を述べる髙橋議長要望の趣旨を述べる髙橋議長
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令 和 3 年 6 月 定 例 会令 和 3 年 6 月 定 例 会令 和 3 年 6 月 定 例 会令 和 3 年 6 月 定 例 会

文化交流プラザ改修工事文化交流プラザ改修工事 ３億8,797万円を議決!!　３億8,797万円を議決!!　
契約案件議決６件契約案件議決６件

6月定例会のあらまし
　

令
和
３
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
６
月
11
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
の
本
会
議
初
日
に
戸
田
村
長
か
ら
、
提
案
理
由
に
先
立
ち
、

本
村
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
去
る

５
月
６
日
か
ら
医
療
従
事
者
や
高
齢
者
施
設
等
従
事
者
へ
の
接
種
を

開
始
し
、
５
月
11
日
か
ら
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
地
域
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
」、「
千
歳
平
診
療
所
」

及
び
「
泊
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
を
接
種
会
場
と
し
て
、
順
次
、

接
種
を
行
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
令
和
３
年
度
の
９
会
計
の
補
正
予
算
を
は
じ
め

と
す
る
議
案
22
件
、
承
認
14
件
、
報
告
７
件
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
に
係
る
諮
問
１
件
に
つ
い
て
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
て
の
村
内
飲
食
店
へ
の
補
助
政

策
に
関
し
て
」、「
地
元
企
業
の
人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て
」、「
本
村

の
太
平
洋
沿
岸
へ
の
防
潮
護
岸
堤
の
設
置
に
つ
い
て
」
な
ど
、
村
の

考
え
方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。　

　

そ
の
他
、
本
定
例
会
に
提
出
し
た
陳
情
・
請
願
に
つ
い
て
、「
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

た
め
の
陳
情
」
は
議
員
配
布
と
し
、
継
続
審
査
と
し
て
い
た
、「
六
ヶ

所
高
等
学
校
の
活
性
化
推
進
に
係
る
支
援
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
」
は
要
望
項
目
の
一
部
に
つ
い
て
採
択
と
し
、
意
見
書
を
青
森
県

知
事
並
び
に
青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長
へ
提
出
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w.rokkasho.jp/

）
内
の

「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※１　収益的支出…固定資産の維持管理または破損個所の現状回復に要する支出のこと
※２　資本的支出…固定資産の価値を高めるもしくは耐久性を増すために必要となる支出のこと

補
正
予
算
の
内
容

　

令
和
３
年
度
六
ヶ
所
村
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
等
伴
う
人
件
費
の

補
正
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
改
定
に
伴
う
工
事

請
負
費
等
の
追
加
、
総
務
費
に
「
地
域
新
電
力
設
立
可

能
性
調
査
業
務
委
託
料
」
を
、
民
生
費
に
は
、「
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
を
新
た
に
計
上
し
、
衛

生
費
に
は
、
地
域
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の
眼
科
手
術
室

に
停
電
時
の
対
策
と
し
て
無
停
電
電
源
設
備
を
整
備
す

る
た
め
の
工
事
請
負
費
等
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出
金
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
費
補
助
金
」及
び「
低

所
得
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費

交
付
金
」
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
，
２
４
４
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
５
５
億
２
，
８
４
６
万
２
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
六
ヶ
所
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
２
つ
の
特
別
会
計
と
４
つ
の

公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
の
補
正
の
ほ
か
、
下
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
は
、

中
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
改
築
更
新
実
施
設
計
業
務
委
託
料

を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。 

6月補正予算の状況
（単位：千円）

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後
一 般 会 計 15,436,020 92,442 15,528,462
国民健康保険特別会計
　　　　　　　　（事業勘定） 1,064,000 9,606 1,073,606

国民健康保険特別会計
　　　　　（千歳平施設勘定） 120,000 863 120,863

介 護 保 険 特 別 会 計
　　　　　　（保険事業勘定） 1,234,000 △ 220 1,233,780

水 道 事 業 会 計 ※ 1 283,672 644 284,316
水 道 事 業 会 計 ※ 2 115,497 242 115,739
農業集落排水事業会計※１ 91,431 △ 4 91,427
下 水 道 事 業 会 計 ※ １ 679,391 3,080 682,471
下 水 道 事 業 会 計 ※ ２ 398,211 2,972 401,183
工業用水道事業会計※１ 30,843 0 30,843
合 　 　 　 　 　 　 計 19,453,065 109,625 19,562,690

総額約８億７千万円総額約８億７千万円
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クローズアップクローズアップクローズアップクローズアップ

６月定例会における議案審議結果

補 正 予 算・ 条 例・ 契 約 案 件 等

人 事 案 件

議案番号 件　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

議案第４７号 令和３年度六ヶ所村一般会計補正予算（第２号） 令和3年6月10日

原案可決

議案第４８号 令和３年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定第１号） 令和3年6月10日

議案第４９号 令和３年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 令和3年6月10日

議案第５０号
令和３年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算
（千歳平施設勘定第１号）

令和3年6月10日

議案第５１号 令和３年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算（保険事業勘定第１号） 令和3年6月10日

議案第５２号 令和３年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第１号） 令和3年6月10日

議案第５３号 令和３年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 令和3年6月10日

議案第５４号 令和３年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第２号） 令和3年6月10日

議案第５５号 令和３年度六ヶ所村工業用水道事業会計補正予算（第１号） 令和3年6月10日

議案第５６号 六ヶ所村手数料条例の一部を改正する条例について 令和3年6月10日

議案第５７号 六ヶ所村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 令和3年6月10日

議案第５８号 六ヶ所村介護保険条例の一部を改正する条例について 令和3年6月10日

議案第５９号
六ヶ所村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

令和3年6月10日

議案第６０号
六ヶ所村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

令和3年6月10日

議案第６１号 地域交流ホーム線盛土造成工事請負契約の締結について 令和3年6月10日

議案第６２号 尾駮沼護岸整備工事（１工区）請負契約の締結について 令和3年6月10日

議案第６３号 倉内道ノ上線交差点改良工事（１工区）請負契約の締結について 令和3年6月10日

議案第６４号 倉内蒼前堂線側溝改修工事請負契約の締結について 令和3年6月10日

議案第６５号 文化交流プラザ改修工事（建築）請負契約の締結について 令和3年6月10日

議案第６６号 人工魚礁設置工事請負契約の締結について 令和3年6月10日

議案第６７号
青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
青森県市町村職員退職手当組合規約の変更について

令和3年6月11日

議案第６８号
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
青森県市町村総合事務組合規約の変更について

令和3年6月11日

議案番号 件　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

承認第２号 令和２年度六ヶ所村一般会計補正予算（第10号）の専決について 令和3年6月10日

承認

承認第３号 令和２年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算
（事業勘定第５号）の専決について

令和3年6月10日

承認第４号 令和２年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算
（第４号）の専決について

令和3年6月10日

承認第５号 令和２年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算
（千歳平施設勘定第５号）の専決について

令和3年6月10日

承認第６号 令和２年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算
（保険事業勘定第５号）の専決について

令和3年6月10日

承認第７号 令和２年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第５号）の専決について 令和3年6月10日

承認第８号 令和２年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算
（第４号）の専決について

令和3年6月10日

承認第９号 令和２年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第５号）の専決について 令和3年6月10日

承認第１０号 令和２年度六ヶ所村工業用水道事業会計補正予算
（第３号）の専決について

令和3年6月10日

承認第１１号 令和３年度六ヶ所村一般会計補正予算（第１号）の専決について 令和3年6月10日

承認第１２号 令和３年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第１号）の専決について 令和3年6月10日

承認第１３号 六ヶ所村税条例等の一部を改正する条例について 令和3年6月10日

承認第１４号 六ヶ所村原子力発電施設等立地地域における固定資産税の特別措置に
関する条例の一部を改正する条例について

令和3年6月10日

承認第１５号 六ヶ所村半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特別措置に関する
条例の一部を改正する条例について

令和3年6月10日

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和3年6月11日 適任と答申

◆諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦について

　髙橋　淳悦（たかはし　じゅんえつ）氏
　を人権擁護委員候補者として適任である旨を村長に答申しました。
　（任期：令和３年１０月１日から令和６年９月３０日まで）

承 認 案 件
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
て

の
村
内
飲
食
店
へ
の
補

助
政
策
に
関
し
て

 

【
問
】　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
人
命
の
み
な

ら
ず
我
が
国
の
経
済
へ
も

大
打
撃
を
与
え
、
特
に
飲

食
店
へ
の
影
響
は
多
大
で

あ
り
、
４
月
25
日
に
発
令

さ
れ
た
３
度
目
の
緊
急
事

態
宣
言
を
受
け
、
日
本

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協
会
は

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣

と
都
知
事
へ
補
助
政
策
の

要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。　

　

ま
た
、
経
済
産
業
省
は

最
大
60
万
円
ま
で
の
一
時

支
援
金
政
策
を
打
ち
出
し

ま
し
た
が
、
こ
の
対
象
と

な
る
事
業
者
は
「
緊
急
事

態
宣
言
を
受
け
た
地
域
の

事
業
者
」
で
あ
り
、
発
令

さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
事

業
者
は
対
象
と
な
ら
ず
、

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
で
あ
り
ま

す
。

　

本
村
で
も
商
工
会
実
施

の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
食
事
券
」

の
販
売
等
で
飲
食
店
へ
の

支
援
や
利
用
者
の
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然

飲
食
店
か
ら
は
経
営
が
厳

し
い
と
の
声
を
聞
き
及
ん

で
い
ま
す
。
勤
務
先
か

ら
の
自
粛
要
請
を
受
け
た

方
々
は
店
へ
足
を
運
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
上
に
同
伴

者
の
人
数
制
限
も
あ
る
た

め
、
店
側
の
売
り
上
げ
や

利
益
を
伸
ば
す
に
は
、
よ

り
直
接
的
な
支
援
を
打
ち

出
す
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。　

　

そ
こ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み

て
の
村
内
飲
食
店
へ
の
補

助
政
策
に
関
し
て
村
長
の

所
信
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

 

➊　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
商
工
会
で

販
売
し
た
食
事
券
の
効
果

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
か
。（
利
用
率
や
収

益
状
況
の
把
握
・
事
業
者

の
感
想
等
）　

 

➋　

本
村
に
お
い
て
も
商

工
会
と
連
携
し
、
新
た
に

50
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付

し
た
「
飲
食
店
応
援
食
事

券
発
行
事
業
」
を
今
年
度

よ
り
実
施
す
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
他
に
今
後

ど
の
よ
う
な
支
援
政
策
の

展
望
が
見
込
ま
れ
て
い
る

か
。

 

➌　

昨
年
に
小
規
模
事
業

者
を
対
象
と
し
た20

万

円
の
現
金
給
付
が
行
わ
れ

た
が
、
業
種
を
飲
食
店
に

限
定
し
金
額
を
増
額
し
た

上
で
再
度
給
付
し
て
は
如

何
か
。

 

【
答
】　

①　

ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、
村
商
工
会
に
よ
り
実

施
さ
れ
た
「
ず
っ
ぱ
り
得

す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
食
事

券
」
は
、
５
千
円
に
20
％

の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
し
て

６
千
円
分
の
食
事
が
で
き

る
食
事
券
と
し
て
販
売
さ

れ
、
９
百
27
万
４
千
円
が

使
用
さ
れ
、
換
金
率
は

97
％
で
あ
っ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　

当
事
業
の
決
算
に
関
し

て
は
、
村
商
工
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
村
商

工
会
通
常
総
会
に
お
い
て

も
報
告
が
な
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
村
内
に

お
い
て
初
め
て
実
施
さ
れ

た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
事
業
で
あ
り

ま
し
た
が
、
１
０
６
名
か

ら
２
６
３
万
円
の
支
援
を

集
め
る
な
ど
関
心
も
高

く
、
な
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
客
足
が
遠
の
い
て

い
た
村
内
飲
食
店
の
活
性

化
が
図
ら
れ
、
飲
食
店
関

係
者
か
ら
も
事
業
に
関
す

る
称
賛
や
喜
び
の
声
が
聞

け
た
こ
と
は
、
本
職
と
し

て
も
種
市
商
工
会
長
を
は

じ
め
、
役
員
、
職
員
に
対

し
て
敬
意
を
表
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

②　

毎
年
、
村
商
工
会
と

連
携
し
実
施
し
て
お
り
ま

す
「
ふ
る
さ
と
商
品
券
」

販
売
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経

済
対
策
と
し
て
、
例
年
の

プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
か
ら

50
％
へ
引
上
げ
て
販
売
す

る
予
定
で
あ
る
ほ
か
、
経

営
安
定
に
関
す
る
資
金
貸

付
や
利
子
補
給
、
保
証
制

度
に
係
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
認
定
な
ど
を
継

続
し
、
引
き
続
き
、
事
業

継
続
の
支
援
に
繋
げ
て
参

り
ま
す
。

 

③　

村
内
飲
食
店
の
な
か

に
は
、「
コ
ロ
ナ
以
前
と

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
客

足
は
戻
っ
て
い
る
」
と
い

う
報
告
も
な
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
支
援
金
等
の

給
付
に
関
し
て
は
、
今
後

の
経
済
的
影
響
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
村
商
工
会
等

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
し
て
参
り
ま
す
。　

１
．
地
元
企
業
の
人
材

確
保
対
策
に
つ
い
て

 

【
問
】　

近
年
、
社
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
激
変

し
、
中
小
企
業
で
は
人
材

の
確
保
と
育
成
が
大
き
な

村の考えを問います。村の考えを問います。

一般質問一般質問
一般質問とは？一般質問とは？
※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについ※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについ
て、報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。て、報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

　

専
門
の
調
査
機
関
に
よ

り
ま
す
と
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

建
設
業
、
運
輸
業
、
医
療

福
祉
業
な
ど
で
人
材
不
足

の
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
の
調
査
結
果
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

村
内
の
中
小
企
業
に
お

い
て
も
人
材
の
確
保
は
課

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は

じ
め
、
自
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
大
手
求
人
情
報

サ
イ
ト
の
活
用
、
こ
の
他

に
も
教
育
機
関
や
、
知
人

の
紹
介
な
ど
様
々
な
機
会

を
捉
え
人
材
の
確
保
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
村
内

に
は
高
い
技
術
力
や
人
材

育
成
に
た
け
た
中
小
企
業

は
多
く
所
在
し
て
い
ま

す
。
そ
の
企
業
の
良
さ
、

強
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
希

望
者
の
選
択
肢
や
可
能
性

を
広
げ
て
い
く
こ
と
、
ま

た
、
人
材
を
確
保
し
た
い

と
検
討
し
て
い
る
企
業
や

こ
れ
ま
で
慢
性
的
な
人
材

不
足
に
陥
っ
て
い
た
中
小

企
業
の
採
用
マ
イ
ン
ド
を

し
っ
か
り
と
下
支
え
す
る

施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
も
の
で
あ
り
、
村
の

今
後
の
発
展
に
直
結
す
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
人
材
の
確
保
や
育
成
に

つ
い
て
、
着
実
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
た
め
、
次

の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

➊　

村
内
企
業
等
に
対
す

る
新
規
学
卒
者
雇
用
奨
励

金
に
つ
い
て
、
過
去
２
年

間
の
人
数
、
助
成
金
額
は

ど
の
程
度
か
。

　
➋　

令
和
２
年
２
月
に
村

で
策
定
し
た
「
第
２
期

六
ヶ
所
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
（
学
生
等
が
自
ら
企
業

等
に
出
向
き
、
実
習
・
研

修
な
ど
の
就
業
体
験
を
す

る
も
の
）
の
促
進
を
掲
げ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生

や
企
業
に
と
っ
て
有
効
な

制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
施
に
あ
た
り
発
生
す
る

経
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
村
独
自
の
助
成
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
➌　

女
性
の
就
業
率
は
上

昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

就
業
を
希
望
し
な
が
ら
働

い
て
い
な
い
女
性
も
村
内

に
一
定
程
度
あ
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
女
性
活
躍
推

進
の
観
点
か
ら
も
、
女
性

の
働
き
方
を
支
援
す
る
窓

口
の
開
設
に
向
け
て
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

 

【
答
】　

①　

高
等
学
校

や
大
学
な
ど
を
新
規
で
卒

業
し
た
方
を
雇
い
入
れ
た

事
業
者
に
対
し
、
一
人
当

た
り
30
万
円
の
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
る
「
新

規
学
校
卒
業
者
雇
用
奨

励
金
」
の
実
績
と
し
て
、

令
和
元
年
度
は
７
社
８

名
、
２
百
40
万
円
、
令

和
２
年
度
は
11
社
24
名
、

７
百
20
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
本
年
度
は
５
月
末
現

在
で
５
社
16
名
の
受
給
資

格
申
請
が
行
わ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

 

②　

現
在
、
村
に
お
い
て

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

対
す
る
助
成
事
業
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
青
森
県
外
在

住
の
方
が
、
青
森
県
内
で

就
職
活
動
等
行
う
際
の
移

動
に
要
す
る
交
通
費
等
に

関
し
て
は
、
青
森
県
に
お

い
て
交
通
費
を
対
象
経
費

の
２
分
の
１
相
当
額
若
し

く
は
１
万
７
千
円
、
宿
泊

費
は
２
分
の
１
相
当
額
若

し
く
は
５
千
円
の
助
成
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
本
年
度
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実

施
し
て
い
る
村
内
事
業
者

か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
関
す
る
意
向
に
つ
い
て

産
業
協
議
会
を
通
じ
て
村

内
企
業
か
ら
調
査
す
る

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
な
支
援
制
度
が

よ
い
の
か
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

③　

村
で
は
、
女
性
に
限

ら
ず
、
求
人
情
報
等
に
関

し
て
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

政
策
推
進
課
窓
口
に
お
い

て
情
報
提
供
等
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
従
前
よ

り
就
業
斡
旋
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
地
域
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
・
協

力
を
深
め
な
が
ら
女
性
の

働
き
方
支
援
の
相
談
等
も

あ
わ
せ
て
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

１
．
本
村
の
太
平
洋
沿

岸
へ
の
防
潮
護
岸
堤
の

設
置
に
つ
い
て

 

【
問
】　

先
般
、
青
森
県

か
ら
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
沿
い
で
の
地
震
に
よ
る

海
岸
線
の
津
波
高
さ
が
公

表
さ
れ
、
本
村
に
お
い
て

は
最
大
想
定
高
さ
１
２
．

７
ｍ
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

東
日
本
大
震
災
時
に

は
、
む
つ
小
川
原
港
に
お

い
て
、
３
．
７
ｍ
の
津
波

が
襲
来
し
、
こ
れ
に
よ
り

国
道
３
３
８
号
が
一
部
冠

水
し
た
為
に
本
村
か
ら
三

沢
市
ま
で
が
約
１
日
、
通

行
止
め
と
な
り
、
高
瀬
川

河
口
に
お
い
て
も
３
．
７

ｍ
か
ら
４
ｍ
程
の
津
波
が

襲
来
し
ま
し
た
。

　

高
瀬
川
河
口
か
ら
南
側

の
太
平
洋
沿
岸
に
は
、
平

成
23
年
度
の
県
営
林
地
荒

廃
防
止
施
設
災
害
復
旧
工

事
と
し
て
防
潮
護
岸
復
旧

工
が
、
平
成
25
年
度
に

は
、
県
営
海
岸
防
災
林
造

成
工
事
と
し
て
防
潮
護
岸

工
（
１
．
９
ｍ
）
の
嵩
上

げ
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
知
見
を
反
映
し
工

事
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
推
察
し
て
お

り
ま
す
も
の
の
、
近
年
の

髙
田
　翔 

議
員

附
田
　角
栄 

議
員

寺
下

　和
光 

議
員
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
自
然
災
害
は
過
去
の
知
見

を
覆
す
大
規
模
か
つ
想
定

外
で
あ
る
未
曽
有
の
大
災

害
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

も
、
何
故
、
高
瀬
川
河
口

か
ら
南
側
だ
け
が
こ
の
よ

う
な
工
事
対
象
と
な
っ
た

の
か
疑
問
を
持
つ
も
の
で

あ
り
ま
す
。
最
大
想
定

１
２
．
７
ｍ
の
津
波
の
襲

来
が
予
想
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
村
民
の
命

と
財
産
を
守
る
為
に
も
、

青
森
県
や
国
に
対
し
て
、

本
村
太
平
洋
沿
岸
に
早
期

に
防
潮
護
岸
堤
の
設
置
を

求
め
る
べ
き
と
思
う
が
、

如
何
か
。

 

【
答
】　

青
森
県
は
下
北

八
戸
沿
岸
に
お
け
る
総
合

的
な
海
岸
の
保
全
を
実
施

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
下

北
八
戸
沿
岸
海
岸
保
全
基

本
計
画
」
を
定
め
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
基
本
計
画
に
お
い

て
、
六
ヶ
所
村
の
海
岸
か

ら
東
通
村
ま
で
の
海
岸
は

「
東
通
地
域
海
岸
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
、
整
備
に
必

要
な
計
画
堤
防
高
は
６
ｍ

と
決
定
さ
れ
て
お
り
、
本

村
の
海
岸
は
計
画
堤
防
高

を
満
た
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
整
備
に

至
っ
て
い
な
い
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
に
内
閣

府
か
ら
示
さ
れ
た
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
沿
い
を
震

源
と
し
た
断
層
モ
デ
ル
を

踏
ま
え
、
青
森
県
が
設
定

し
、
５
月
27
日
に
公
表
さ

れ
た
「
津
波
浸
水
想
定
」

で
は
、
最
大
津
波
高
が
「
泊

地
区
物
見
崎
灯
台
付
近
」

の
海
岸
線
で
１
２
．
７
ｍ

と
さ
れ
、
海
岸
線
の
津
波

高
に
影
響
す
る
第
一
波
の

津
波
水
位
は
、
尾
駮
地
区

で
８
．
１
ｍ
、
平
沼
地
区

で
８
．
２
ｍ
と
こ
れ
ま
で

の
水
位
か
ら
高
い
水
位
想

定
と
な
り
ま
し
た
が
、
青

森
県
に
お
い
て
は
、
「
津

波
浸
水
想
定
」
に
よ
る
最

大
津
波
高
は
、
最
大
ク
ラ

ス
の
津
波
に
対
す
る
防
護

と
考
え
て
お
り
、
計
画
堤

防
高
の
変
更
予
定
は
な
い

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

村
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
国
・
青
森
県
の
今
後

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
想
定
さ
れ
る
自
然

災
害
の
み
な
ら
ず
、
原
子

力
災
害
と
の
複
合
災
害
が

発
生
し
た
際
に
備
え
、
本

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た

「
六
ヶ
所
村
原
子
力
災
害

避
難
計
画
」
で
定
め
る
避

難
方
法
な
ど
、
避
難
行
動

に
必
要
な
地
域
防
災
計
画

や
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
見
直
し
を
含
め
た
ソ
フ

ト
面
の
充
実
強
化
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

２
．
漁
網
の
処
分
に
対

す
る
助
成
等
に
つ
い
て

 

【
問
】　

村
で
は
、
農
業

用
ビ
ニ
ー
ル
の
廃
棄
に
対

す
る
助
成
や
各
漁
業
協
同

組
合
に
は
漁
場
環
境
保
全

対
策
事
業
と
し
て
漁
網
の

処
分
費
用
に
つ
い
て
助
成

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

泊
漁
業
協
同
組
合
に
お

い
て
は
、
組
合
員
が
所
有

し
廃
棄
す
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
が
、
定
置
網

漁
を
行
っ
て
い
る
２
漁
業

協
同
組
合
に
対
し
て
も
、

組
合
員
が
所
有
す
る
漁
網

処
分
費
用
が
助
成
対
象
に

な
る
と
思
う
が
、
組
合
員

に
対
し
周
知
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
村
と
し
て

周
知
を
お
願
い
す
る
こ
と

で
、
不
法
投
棄
等
の
根
絶

に
繋
が
る
と
思
う
が
、
如

何
か
。

　

ま
た
、
元
組
合
員
に
対

し
て
も
助
成
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

 

【
答
】　

平
成
18
年
度
よ

り
、
漁
網
等
の
漁
具
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
処
理

を
目
的
と
し
て
、
村
内
３

漁
業
協
同
組
合
に
対
し
、

使
用
済
み
漁
網
等
の
処
分

に
か
か
る
費
用
の
２
分
の

１
の
助
成
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　

当
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
組
合
員
が
所
有
し
、

使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
漁

網
等
の
処
分
費
用
に
つ
い

て
も
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て

制
度
内
容
の
周
知
を
図
る

よ
う
指
導
し
て
参
り
ま

す
。

　

ま
た
、
元
組
合
員
が
使

用
し
た
漁
網
等
に
つ
い
て

は
、
各
漁
業
協
同
組
合
に

お
い
て
、
受
け
入
れ
が
可

能
か
ど
う
か
協
議
し
て
参

り
ま
す
。

３
．
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
へ
の
参
入
に

つ
い
て

 

【
問
】　

風
力
発
電
事
業

へ
の
参
入
に
つ
い
て
は
、

私
は
平
成
28
年
９
月
定
例

会
で
「
本
村
の
特
性
を
生

か
し
、
将
来
に
渡
っ
て
安

定
的
な
自
主
財
源
を
確
保

す
る
為
に
も
、
送
電
網
の

増
強
を
国
等
に
要
望
し
、

早
期
に
風
力
発
電
事
業
に

参
入
し
て
将
来
発
生
す
る

収
益
の
一
部
は
、
村
民
税

や
固
定
資
産
税
等
の
軽
減

財
源
と
し
て
村
民
に
対
し

て
還
元
す
べ
き
」
と
の
一

般
質
問
に
対
し
、
村
長
の

答
弁
は
、「
本
村
は
、
年

間
を
通
じ
て
風
況
が
よ
く

風
力
発
電
の
適
地
で
あ

り
、
当
地
域
で
風
力
発
電

所
の
開
発
計
画
に
関
わ
る

９
社
で
送
電
線
整
備
の
設

計
を
実
施
し
て
お
り
、
課

題
と
な
る
送
電
線
問
題
や

国
の
固
定
買
取
価
格
減
額

な
ど
を
見
極
め
て
検
討
し

て
参
り
た
い
。」
と
の
答

弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

国

の

地

球

温

暖

化

対

策

推

進

本

部

で

は
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」

や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
等
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
電
力
広
域
的

運
営
推
進
機
関
」
が
既
存

送
電
線
の
増
強
や
新
ル
ー

ト
の
開
拓
を
検
討
し
て
い

る
と
の
報
道
も
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
電
力
の

買
取
価
格
は
当
初
の
１

kw

22
円
か
ら
18
円
、
そ
し

て
今
年
度
は
17
円
に
見
直

し
さ
れ
、
脱
炭
素
社
会
実

現
に
向
け
て
本
村
の
特
性

を
最
大
限
活
用
で
き
る
絶

好
の
機
会
と
考
え
る
こ
と

が
非
常
に
高
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
の
協
力
を
得
て
、
本
定

例
会
に
可
能
性
調
査
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

可
能
性
調
査
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
議
員
ご
提

案
の
「
独
自
の
発
電
事
業

や
共
同
出
資
」
の
是
非
を

は
じ
め
、
収
益
の
見
通
し

に
よ
る
安
定
的
な
財
源
確

保
や
、
村
に
お
け
る
脱
炭

素
化
の
推
進
に
つ
い
て

も
、
あ
わ
せ
て
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

　
　４

．
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｖ
の
番

組
編
成
に
つ
い
て

 

【
問
】　

全
国
的
に
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
が
見
ら
れ
な
い
中
に
お

い
て
、
多
く
の
村
民
は
、

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え

自
宅
で
過
ご
す
時
間
が

多
く
な
っ
て
い
る
も
の
と

推
察
致
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
ロ
ッ
ク

Ｔ
Ｖ
を
見
る
機
会
も
多
く

が
、
固
定
価
格
買
取
制
度

「
フ
ィ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
制
度
の
見
直
し
も
含

め
不
確
定
な
要
素
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
慎
重
に
見
極

め
て
参
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
村

は
、
風
力
、
太
陽
光
と
も

に
国
内
最
大
規
模
の
発
電

所
が
立
地
す
る
、
国
内
に

お
い
て
は
極
め
て
高
い
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
地

域
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
「
グ

リ
ー
ン
成
長
の
一
環
と
し

て
」
地
域
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
主

に
地
域
内
の
公
共
施
設
や

民
間
企
業
、
家
庭
に
電
力

を
供
給
す
る
小
売
電
気
事

業
「
地
域
新
電
力
」
の
設

立
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

本
村
の
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
、
国
が
進
め
る

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献

も
包
括
し
、
こ
の
「
地
域

新
電
力
」
の
設
立
、
そ
し

て
運
営
の
で
き
る
可
能
性

か
ら
、
独
自
の
風
力
発
電

事
業
や
共
同
出
資
も
視
野

に
入
れ
、
送
電
網
に
課
題

が
あ
る
と
す
れ
ば
送
電
線

整
備
を
国
に
求
め
、
更
に

は
「
遊
休
村
有
地
」
を
活

用
し
た
太
陽
光
発
電
事
業

に
も
参
入
し
、
生
み
出
さ

れ
る
電
力
は
公
共
施
設
等

に
供
給
す
る
か
売
電
し
、

収
益
の
一
部
を
村
民
の
税

金
を
軽
減
す
る
財
源
と
し

て
用
い
る
こ
と
で
安
定
的

な
財
源
確
保
と
定
住
対
策

に
も
繋
が
る
と
思
う
が
如

何
か
。

 

【
答
】　

送
電
網
の
課
題
、

い
わ
ゆ
る
系
統
連
系
問
題

に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い

て
従
来
、
設
備
容
量
で
運

用
し
て
い
た
容
量
と
は
別

に
、
緊
急
時
用
と
し
て
確

保
さ
れ
未
使
用
だ
っ
た
容

量
分
を
開
放
し
、
既
存
系

統
を
最
大
限
に
有
効
活
用

す
る
と
い
っ
た
取
組
な
ど

を
段
階
的
に
進
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
系
統
連
系
問

題
は
緩
和
さ
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
、
ノ
ー

カ
ッ
ト
版
の
各
こ
ど
も
園

の
各
種
行
事
や
芸
能
発
表

会
な
ど
の
番
組
が
深
夜
の

12
時
か
ら
放
送
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
非
常
に
疑
問
を

抱
く
も
の
で
す
。

　

多
く
の
高
齢
者
の
方
々

は
、
お
孫
さ
ん
や
伝
統
の

あ
る
行
事
番
組
に
関
心
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

慮
す
る
こ
と
か
ら
次
の
点

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

➊　

学
校
や
こ
ど
も
園
の

行
事
や
芸
能
発
表
会
な
ど

の
番
組
は
、
放
送
審
議
会

に
図
る
必
要
が
な
い
と
認

識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ノ
ー
カ
ッ
ト
で
日
中
の
時

間
帯
に
放
送
す
る
な
ど
、

臨
機
応
変
な
番
組
編
成
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る

が
、
何
故
、
深
夜
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

➋　

放
送
開
始
以
来
、
番

組
編
成
等
に
つ
い
て
村
民

の
意
向
調
査
等
を
実
施
し

た
時
が
あ
る
の
か
、
も
し
、

無
い
と
す
れ
ば
よ
り
良
い

放
送
を
目
指
す
為
に
も
意

向
調
査
を
実
施
す
べ
き
と

思
う
が
如
何
か
。

 

【
答
】　

番
組
に
つ
い
て

は
、
村
民
に
親
し
ま
れ
る

番
組
づ
く
り
を
目
指
し
、

性
別
、
年
代
が
異
な
る
村

民
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
村
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
取
り
扱

う
「
ロ
ク
ナ
ビ
」
の
ほ
か
、

「
行
政
の
お
知
ら
せ
」、「
健

康
情
報
」、「
国
際
交
流
」、

「
伝
統
芸
能
」、「
イ
ベ
ン

ト
の
特
集
」
等
、
多
種
多

様
な
番
組
制
作
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
村
内
の
こ
ど

も
園
や
小
中
学
校
の
各
種

行
事
等
の
番
組
に
つ
い
て

は
、
可
能
な
放
送
時
間
を

活
用
し
て
、
住
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
番
組
の
放
送
時

間
に
つ
い
て
は
、
必
要
な

番
組
の
放
送
を
は
じ
め
、

放
送
時
間
帯
や
放
送
効
果

を
踏
ま
え
、
30
分
以
内
を

目
安
に
編
集
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
深
夜
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
村
は
、

村
民
の
皆
さ
ま
に
、
よ
り

多
く
の
情
報
を
お
届
け
す

る
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ま

が
視
聴
し
て
い
る
日
中
の

時
間
帯
に
30
分
以
内
の
番

組
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
放
送

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
長
時
間

と
な
る
ノ
ー
カ
ッ
ト
版
に

つ
い
て
は
、
放
送
時
間
の

長
さ
に
対
応
で
き
る
深
夜

の
時
間
帯
の
放
送
と
な
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後

可
能
な
限
り
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
番

組
編
成
と
な
る
よ
う
、
限

ら
れ
た
放
送
時
間
や
編
集

に
求
め
ら
れ
る
専
門
的
技

術
な
ど
の
制
約
は
あ
り
ま

す
が
、
放
送
審
議
会
を
は

じ
め
放
送
事
業
に
携
わ
る

専
門
家
の
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
、
よ
り
良
い
番
組
の

編
成
、
放
送
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 57 号（10）議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（11）第 57 号

6 月定例会の会期中に開催された常任委員会の審議内容をお知らせいたします。

総務企画常任委員会

■「令和３年度村税の概要について」他１件の報告を審議
　６月８日に委員会を開催し、「令和３年度村税の
概要について」他報告１件について担当課より説
明を受け審議した。
①令和３年度村税の概要について
⇒税務課が取り扱う村民税をはじめとする５つの
税と、県から交付される２つの交付金の収納状況
などについて説明がありました。

②防衛省に対する要望活動について
⇒今年度の要望項目の内容と要望活動について説
明を受け審議し、これまで行った模擬弾落下事
故に伴う早期発見と回収の要望は、最終的に発
見に至らなかったことから、「地権者に対し適切
な補償を求める要望」に変更したことや、本年

４月に、三沢対地射爆撃場区域内の米軍通常訓
練において発生した火災を受け、新たに「三沢
対地射爆撃場区域内の環境整備の実施と安全対
策を求める要望」を追加することとしました。

　また、今年度の要望活動については、新型コロ
ナウイルス感染症の状況を確認しながら適宜実
施するものとし、要望時期や方法等については、
委員長に一任することにしました。

[委員意見 ]
◆騒音評価方法の新たな制定は、これまでの要望
経過から大きく進展が見られないため、村とし
ても具体的な予定を求めた要望内容とすべきで
はないか。

　６月８日に委員会を開催し、「道路要望の状況報
告について」を担当課より説明を受け審議した。
①道路要望の状況報告について
⇒村が加盟する、国道、県道の整備促進を図るこ
とを目的として設立された団体が実施している要
望活動の状況や、村内の国道・県道の道路整備の
進捗状況等について説明がありました。

［委員意見］
◆要望書に掲載する写真については、道路整備の
必要性がわかるように工夫するべきではないか。

◆村の実情を考慮すれば整備が必要な箇所はたく
さんあるため、要望書に盛り込むなど検討すべき
である。

◆当委員会でも村長とともに、国道・県道の道路
整備について要望活動を行うべきである。

産業建設常任委員会

■「道路要望の状況報告について」を審議　　

福祉教育常任委員会

■「六ヶ所高等学校の活性化推進に係る支援を求める意見書の提出を求め
る陳情書について」他３件の報告を審議
　６月９日に委員会を開催し、委員会付託となった
「六ヶ所高等学校の活性化推進に係る支援を求める
意見書の提出を求める陳情書について」他３件につ
いて、担当課より説明を受け審議した。
①六ヶ所高等学校の活性化推進に係る支援を求める
意見書の提出を求める陳情書について

■審議結果・・・一部採択
【陳情項目】
１．六ヶ所村の特性を考慮した総合学科（エネルギー
専門コース等の新設）への再編を検討すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・採択

２．生徒の全国募集に向けた検討および取組みを推
進すること。　　　　　　　　　　・・・不採択

→不採択の理由：生徒の全国募集を行うことについ
ては、県の動向も踏まえたうえで、寮の建設費、
維持管理費など、課題を解決するための議論が必
要であり、現段階では時期尚早である。

３．六ヶ所高等学校の活性化を推進するための具体
策の検討を行うこと。　　　　　　　・・・採択

②行政視察調査の報告について
⇒六ヶ所高等学校の活性化推進に係る支援を求め
る意見書の提出を求める陳情書の審査に資するこ
とを目的として実施した、岩手県葛巻町への行政
視察調査の報告書について説明を受け審議しまし
た。

③高校進学に関するアンケート調査結果について
⇒アンケートの結果では、進学先を「六ヶ所高校」

としている生徒が２０％、「六ヶ所高校以外」が
５１％、「まだ決めていない」が２９％となって
おり、進学先を選ぶ際に重視するものについては、
「希望する学科があること」や、「進学や就職等に
実績があること」が多数を占めているとの説明が
ありました。

[委員意見 ]
◆六ヶ所高校の１０年、２０年後先を見据えたアン
ケート調査を行うべきである。

◆保護者が六ヶ所村にどのような教育環境を望んで
いるのかを把握するためのアンケート調査を行う
べきである。

④新型コロナウイルスワクチン接種状況及び今後の
スケジュールについて

⇒高齢者等へのワクチン接種の状況や、今後実施さ
れる６４歳以下への接種スケジュール、また優先
接種の職員やキャンセルが発生した場合の余剰ワ
クチン接種対象者の考え方について説明がありま
した。

[委員意見 ]
余剰ワクチン接種対象者には、
◆役場の窓口業務を担当する職員も組み入れるべき
ではないか。

◆村におけるワクチン接種の対象者を１２歳以上と
した場合、生徒の学業などに影響が出ないような
体制にするべきである。

委 員 会 レ ポ ー ト委 員 会 レ ポ ー ト

ま　と　め
　本調査の目的である全国募集の導入することの利点として挙げられるのは、多様な人々との出会いや交流

が図られること、地元以外の生徒が来ることで、地元の新たな魅力を発見できるなど、地域の活性化に繋がっ

ていくことが期待できる。

　課題としては、全国募集により入学した生徒が安全で安心な生活を送れる環境を整備する必要があること

や、その地域でしか体験できないこと、卒業後に多様な進路選択ができるような教育環境づくりなどハード、

ソフトの両面について、あらゆる資源を投入し地域を挙げて支援を行っていく必要がある。

福祉教育常任委員会　視察調査
　福祉教育常任委員会では、令和３年第３回定例会において付託と

なった「六ヶ所高等学校の活性化推進に係る支援を求める意見書の提

出を求める陳情書」について委員会で審議した結果、全国募集の取り

組み事例を調査する必要があるとして、去る５月 11 日に岩手県葛巻

町役場、県立葛巻高等学校の寄宿舎、町営学習塾の視察調査を行った。

葛巻町の概要
　葛巻町は北度 40 度、岩手県東北部に位置し、人口約 5,800 人、町

の総面積は約 435㎢で 86％が森林となっている。基幹産業は酪農と林

業で、特産品は牛乳などの乳製品をはじめ、炭や山ぶどうワインが特

産品となっている。

学習塾の外観
〈セミナーハウス〉

生徒が自分のカードをパソコンに
かざすと、保護者へ自動で

メールが送信される。

葛巻高等学校と町の関わり
■地域連携型中高一貫教育

　中高の６年間を通じた系統的、継続的指導を実施し、生徒の個性の

伸長と学力の向上を図るとともに、生徒の郷土に対する理解を図り、

地域の発展に貢献する能力と態度を養う。

■山村留学制度（生徒の全国募集）

　平成 27 年度からスタートし、県内の普通高校で初めて実施。

■葛巻町学習塾

　平成 29 年９月に、葛巻高校敷地内のセミナーハウス（岩手県所管）

に開校された塾であり、町が企業に委託している。委託費は年間約

2,500 万円で、常時３名の講師が対応している。

　令和３年４月現在で葛巻高校生徒 144 名中 86 名が通塾しており、

１年生が入塾するため 100 名を超える見込みである。生徒の塾に係る

経費は完全無料で、通塾曜日や開始時間の選択は自由で、平日 17 時

から 21 時、土曜日は９時から 19 時までとなっている。

■寄宿舎

　令和元年５月に完成した留学生のための宿舎で、木造２階建て延べ

床面積は 922.61 ㎡、総事業費は約２億 8,000 万円で定員は 32名となっ

ている。基本的には寮の中で自治制度を導入し、快適に過ごすために

寮生自らが考えて行動している。月額は食費込みで県外生２万円、県

内生３万円である。

〈学習室〉〈学習室〉 〈寮生のミーティング〉〈寮生のミーティング〉〈シャワー室〉〈シャワー室〉

寮生同士がミーティン
グを行い、寮生活の問
題点などについて議論
を行い、自分で考えて
行動する意識を養って
いる。

福祉教育常任委員会視察調査福祉教育常任委員会視察調査



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 57 号（12）

ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

　議会を監視するのは『あなた』です。６月定例会の傍聴人は56人でした。あなたも議会の傍聴をし
てみませんか？
　傍聴は村政を知る良い機会です。
　定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
　詳しくは議会事務局７２－８１２１へお尋ねください。

議会傍聴議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

令和３年第６回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ９ 月 ３ 日 （金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託

第２日目 ９ 月 ４ 日 （土） 休 日 休 会

第３日目 ９ 月 ５ 日 （日） 休 日 休 会

第４日目 ９ 月 ６ 日 （月） 本会議（午前 10 時） 一　般　質　問

第５日目 ９ 月 ７ 日 （火） 休 　 　 　 　 会 常任委員会※

第６日目 ９ 月 ８ 日 （水） 休 　 　 　 　 会 常任委員会・特別委員会※

第７日目 ９ 月 ９ 日 （木） 本会議（午前 10 時） 決算審議・議案審議

第８日目 ９ 月 10 日 （金） 本会議（午前 10 時） 議案審議・委員長報告・閉会

※ 1　各委員会の開催時間等は決まり次第、HP でお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】
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　去る７月19日（月）に令和３年第５回臨時会が開催されました。
　本会議には、一般会計補正予算や工事請負契約及び備品購入契約が上程され、いずれも全会一致で可決されました。

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

議案第６９号 令和３年度六ヶ所村一般会計補正予算（第３号）

原案可決 7月 19 日

議案第７０号 倉内道ノ上線道路改良工事（１工区）請負契約の締結について

議案第７１号 倉内道ノ上線道路改良工事（２工区）請負契約の締結について

議案第７２号 歩道用ロータリ除雪車（1.5 ｍ級）購入契約の締結について

議案第７３号 歩道用ロータリ除雪車（1.3 ｍ級）購入契約の締結について

議案第７４号 六ヶ所村地域家庭医療センター超音波白内障手術装置購入契約の締結について

議案第７５号 六ヶ所村家庭医療センター眼科手術顕微鏡購入契約の締結について

令和３年第５回臨時会


